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Ⅰ．はじめに　　

　動詞の種類分けには様々なものがあり、そ

の一つに「自動詞・他動詞」で分けるものが

ある 1）。動詞の形態上の対立により自動詞と

他動詞が存在し、一般的にはそれぞれに対応

するペアがある。自他対応ペアの動詞には「あ

く、あける」、「とめる、とまる」などがあり、

「ヲ格」を共起する「ドアをあける」「車をと

める」などの動詞が他動詞とされる。しかし

絶対自動詞（死ぬ、泣く等）、絶対他動詞（食

べる、作る等）のように対立を持たない動詞

もあれば、「ひらく、とじる」のように「目

がひらく」「目をひらく」、「目がとじる」「目

をとじる」などと、自動詞と他動詞が同形で

意味的にも同じである、「両用動詞」と呼ば

れる動詞も存在する。

　一方、「過ぎる」は自動詞であり対応する

他動詞は「過ごす」であるとされるにもかか

わらず、「期限が過ぎる」「期限を過ぎる」の

両方の言い方が可能である。

　本研究においては「期限が過ぎる」「期限

を過ぎる」を中心に、ヲ格を取る動詞の特徴
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を分析し、また、コーパス（現代日本語書き

言葉均衡コーパス「少納言」）を用いて「～

が過ぎる」と「～を過ぎる」の相違と、その

意味機能の分析を試みる。さらに「賞味期限

が過ぎる 2）」と「賞味期限を過ぎる」のどち

らを用いるかについてアンケートを実施し、

実際の使用状態を確認する。

Ⅱ．先行研究

　寺村（1996：304-305）は『日本語のシンタッ

クスと意味 I』の中で、日本語には相対的な

自動詞、他動詞が非常に多く、両用動詞は非

常に少ないと述べている。

　

絶対自動詞…………死ぬ、泣く、歩く、走る　等

絶対他動詞…………殺す、切る、食べる　等

相対自／他動詞……壊れる／壊す、回る／

　　　　　　　　回す　等

両用動詞……………開く（ヒラク）、閉じる　等

 相対自動詞、相対他動詞というのは、共時

的に見て、ある共通の語根（Root）から自動

詞、他動詞が派生したと見られるもの、とい

うことである。

　また、他動詞の方から自動詞の方を見ると、

背後その延長線上に自発、可能、受け身の形

が見える。自動詞の側に立って他動詞を見る

と、その向こうに使役の形が見える。他動詞

に対立する自動詞がないとき、表現的には受

身がその役をすることがあり、逆に自動詞に

対する他動詞がないとき、使役がその役を代

行することがある、と言っている 3）。

　森田（2000：74、71）は「自他両用動詞か

ら自他同形動詞へ」で、「「立つ／立てる」の

ような語根を共通にする別形態の語形の対応

があるペア 4）のほか、「水かさが増す／水か

さを増す」「渦が巻く／渦を巻く」など、同

じ一つの語が自他両用に働く例も見られ、語

義もほとんど変わらない」と述べている。こ

のような同形の動詞を意味論・文法論の見地

から、動詞の自他の関係をその語が述語とし

て取る文型の観点から眺めると、自動詞文型・

他動詞文型の互いの文型転換の有り様から、

6 つに分類することができる、として一番目

に以下の例文を挙げている。

　

 1　ＡガＢヲ他Ｖ／Ｂガ自Ｖ　

私は財布を無くした。／

　　　　財布が無くなった。…①

自動車が土埃を立てる。／

　　　　土埃が立つ。…………②

私は夏休みを過ごす。／

　　　　夏休みが過ぎる。……③

森田（2000：70）

　森田は、「意味にかなりの開きが見られる。

しかし、同語であることに変わりはない」と

述べているが、上の①と②の例文に見られる

差異と、③の「私は夏休みを過ごす」と「夏

休みが過ぎる」の差異では、意味的にかなり

大きな差があると思われる。その理由として、

「無くす」「無くなる」や「立てる」「立つ」

は瞬間動詞に分類されるのに対し、「過ごす」

「過ぎる」は時間的経過を考慮しなければな

らない動詞だからである。また移動動作を表

す動詞は、場所や時間の通過点を「ヲ格」で

表すという視点からの考察も必要であろうと

思われる。

　次の表１は自他両文型の非対称の例である。

　また次の表２は、使役形や可能形を使って

ペアを作る場合の例である。

　表２のｂの、{ 目がうるむ／目をうるませ

る }が可なのに対して、ｃの {雪が積もる／

＊雪を積もらせる }は非文になる。これは文

の主体が生体ではない、非意志動詞だからで
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ある。主体が生体である例として、e の { 包

帯を巻く／（腕に）包帯が巻かれる }にも同

様のことが言える。人体に関することの場合

は、使役形や受身形を用いて代行することが

できる。同じ動詞「巻く」であっても fの「渦

が巻かれる」と言うことができないのは、自

然現象の「渦」と、「包帯」を巻くという人

体に関わる意志的行為であるというのが理由

である。このことから「巻く」は一部意義素

を共有する自他両用動詞であると言える。

　ｄの「＊大学が受かる」を合格するという

意味にするためにはニ格を用いて「大学に受

かる」となる。しかし「大学を受ける」は「受

験する」の意味であり、この「受ける」「受

かる」は意味が離れている例である。

　ヲ格を取る動詞については、奥田（1983：

144）の「を格の名詞と動詞とのくみあわせ」

に次のように述べられている。

　

とおりぬけるところをあらわす連語は、

とおる、わたる、こえる、ぬける、すぎ

る、へる、よこぎる、のような動詞から

できていて、ある空間を移動動作が通過

することを表現している。

ここでは「場所」を過ぎる例として挙げら

れているが、「期限」のような時間について

は言及していない。

　仁田（1993：16）は「格の種類に対する略

述の項」の中で「主」「対象」のほか、「経過

域」として次の例文を挙げている。

　

⑴  各自、三日間を～自由に過ごすという～  

　（八月は魑魅と戯れ）

⑵ 自分は汽車に一夜を明かして、（黒髪）

　

　「経過域」には二つあるとし、一つは、主

体が移り動く移動空間を表したもの、もう

自動詞 他動詞
荷物が　× 荷物を積む

目がうるむ 目を　×

雪が積もる 雪を　×

大学が　× 大学を受ける

包帯が　× 包帯を巻く

表１　自動詞他動詞の非対称

出典 : 森田（2000）から筆者作成

自動詞 他動詞 代行の例
荷物が　× 荷物を積む a　荷物が積まれる 受身形を使う例

目がうるむ 目を　× b　目をうるませる　 使役形を使う例　

雪が積もる 雪を　× c　雪を　× 他動詞形を欠く例

大学が　× 大学を受ける d　＊大学が受かる⇒大学に受かる ガ格ではなくニ格をとる

包帯が　× 包帯を巻く e　包帯が巻かれる 受身形を使う例

渦が巻く 渦を巻く f　（代行無し） 自他動詞の両用の例

表２　 自動詞他動詞の非対称 2　使役や受身を使用する例

出典 : 表Ｉより筆者作成
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一つは、主体の動きが通過する時間を表した

ものであると述べている。

　また日本語文法事典（2014）によると、現

代語の格助詞「を」は次の三つの機能を持つ

とされる。　

　

① 対格　：太郎が皿を割った。

② 移動格：太郎が公園を歩いた。

③ 状況　：太郎が雨の中をさまよった。

　

　この中で②移動格の「を」は、移動動詞と

共起し、次のような三つの用法を持つとされ

る。いずれも何らかの「移動場所」を示す。

　

⑶ 子供が横断歩道を渡った。（経路）　

⑷ 太郎が峠を越えた。（経由点）

⑸ 太郎が家を出た。（起点）　

　上記の⑷「太郎が峠を越えた」のように

「を」の前の「峠」を「経由点」と考えた場

合には、「期限を過ぎる」という表現も「期限」

という「経由点」を越える、という言い方と

して可能になる。ここでの主体は太郎であり、

「峠」は明らかに場所であって、そこを経由点、

通過点ととらえるのは当然である。

　「時間や期間を過ぎる」の場合には上記で挙

げた移動場所ではなく、この「を」は仁田（1993：

16）の言う、主体の動きが通過する時間を表

したもの（経過域 (時間 )）と考えられる。

移動動詞「過ぎる」の場合は必ず主体があり、

「を」の前項には経過域が示される。⑹の例で

は「三日間」というのが経過域である。

　

⑹ 各自、三日間を～自由に過ごすという～

　 （ ⑴ 再掲）

　

　佐伯（2017：56）は「現代語における時間

を表すヲ格について」で、< 対象 > < 起点 > 

< 経由点 > < 状況 > を表すヲ格と共起する動

詞において、「興味深いのは、次のようにヲ

格が時間を表す場合である」と述べている。

⑺ 時刻は午後十一時三十分を過ぎようと

していた。（BCCWJ5）: 有澤透世『世

界のキズナ』）

⑻ 両親が国際学校で教えていた神戸で、

11 歳 か ら の 4 年 間 を 過 ご し た。

（BCCWJ：新潟日報　2003/5/13）

　⑺ は時間を表すヲ格が移動動詞と共起す

る例、⑻ は時間を表すヲ格が時間的経過を

表す動詞と共起する例である 6）。

　佐伯は、ただし時間を表す名詞句が点を表

すか幅があるかについては注意する必要があ

る、として次の例を挙げている。

　

⑼ a．{3 時を／青春時代を }過ぎる。

　 b．＊ 10 時を必死に駆け抜けた。／

1990年代の前半を必死に駆け抜けた。

　　　　　　　　　　　　佐伯（2017：62）

Ⅲ．「～が過ぎる」と「～を過ぎる」

　前述の佐伯（2017）が述べた「時間を表す

名詞句が点を表すか幅があるかについては注

意する必要がある」に考察を加える。

　点を表すときには「1時を過ぎる」のよう

にヲ格と共起しやすく、「1時間が過ぎる」の

ように時間に幅があるときにはガ格を伴う。

　「＊時間を過ぎる」が使えないのに対し、「制

限時間を過ぎる」は使うことができる。これ

は「制限」された「点」を越える（超える）、

超過する、のであれば「を」を使用できるこ

との例である。

　

⑽ a．試合は 9 時に始まりました。今、

11 時 5 分です。

　 b．現在、時刻は 11 時を過ぎました。

試合が始まってから 2 時間が過ぎ

ました。

⑾ a．彼は 31 歳のときに結婚しました。
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今、33 歳です。

　 b．彼は 30 歳を過ぎてから結婚しまし

た。結婚してから2年が過ぎました。

　⑽ b の場合、時刻が 11 時という通過点を

越えた。そしてその時点から 2時間が経過し

たという意味を表し、⑾ b の場合にも、彼

が 30 歳という通過点を越えた。そしてその

時点から 2年という時間が経過したという意

味を表す。

　以上のように、通過点の場合はヲ格を用い

てその点を表し、2 時間あるいは 2 年という

期間が経過した場合にはガ格で幅のある時間

帯を表す。このように、「過ぎる」は前項の

語が通過点か幅のある時間かによって、ガ格

を用いるかヲ格を用いるかが決定される。

ⅰ）通過点を表す場合は、11 時、7:00am

などの＜「時刻」を過ぎる＞

ⅱ）幅のある時間を表す場合は、30分、1時

間、2年などの＜「期間」が過ぎる＞　

ⅲ）経過域を表す場合は、1980年代、妊娠

3か月、青春時代などの＜「経過域」

を過ぎる＞　　　

　ⅲ）の経過域とは、ⅱ）と違って必ず主体

があり、その動きが通過する時間をヲ格を用

いて表すものである。

Ⅳ．「過ぎる」の前項

　「過ぎる」の前項の語によって、ガ格、ヲ

格が選択されることを確認するために、国立

国語研究所の『現代日本語書き言葉均衡コー

前項の語
～が過ぎる ～を過ぎる

247例 占める割合 464例 占める割合
冗談／度／遠慮／悪ふざけ　等　 75 30.3％ 1

時／時間／時代／日　等 57 23.0％ 21

時間（○年、○分） 43 17.4％ 107 23.0％

特定の日／季節／春／昼　等 18 30

期間 15 12

～期 7 15

嵐／豪雨 7 0

期限／門限（1例） 6 12

時期／混乱期　 6 15

時刻 3 0

車など 4 0

場所（固有名詞、普通名詞） 0 142 30.6％

年齢 0 76 16.3％

心／頭 0 9

ピーク 0 5

程度 0 2

段階 0 2

その他（それ／復元等） 6 15

合　計 247 100％ 464 100％

表３　「過ぎる（すぎる含）」の例文

出典 : 「少納言」検索
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パス』（少納言）を用いて検索を試みた。結

果は次の表３の通りである。ひらがな表記の

「すぎる」も含め、「～が過ぎる」247 例（「～

がすぎる」43 例を含む）「～を過ぎる」464

例（「～をすぎる」57 例を含む）で検索した。

１．「～が過ぎる」「～を過ぎる」

　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（少納

言）を用いて検索した結果、「～が過ぎる」

では「度が過ぎる」や「冗談が過ぎる」など

が多く（77 例）、また特定の時間（30 分）が

過ぎる時に多く用いられる（44 例）ことが

わかった。しかし「期限が過ぎる」は 6例で

あった。

　「嵐が過ぎる」「時刻が過ぎる」「車が過ぎる」

はすべてガ格であり、ヲ格は見られない。逆

に、「場所（例：銀座四丁目）を過ぎる」「年

齢（例：20 歳）を過ぎる」「心を過ぎる」は

すべてヲ格である。ガ格は見られなかった。

　「～を過ぎる」464 例のうち、一番多かっ

たものは、「場所」を過ぎる（140 例）であり、

二番目は「時間」を過ぎる（104 例）で、三

番目に多かったのは「年齢」を過ぎる（76 例）

であった。「期限を過ぎる」は12例（門限1例）

であった。

２．「時刻が過ぎる」

　前節で述べたように「過ぎる」は前項の語

によって、ガ格を用いるかヲ格を用いるかが

決定され、点を表す場合は、11 時、7:00am

などの＜「時刻」を過ぎる＞であるから、時

刻の後接にはヲ格を伴うはずであるが、通過

点の「時刻が過ぎる」の例も見られた。しか

し具体的な 11 時、7:00am という数字ではな

く、時刻という語が用いられた例である。		

⑿ 私は母の死ぬ二、三日前から母の呼吸

が干潮時に変化し、その時刻が過ぎると

再び平静に戻る現象を発見しはじめた。

（「月からのシグナル」：1995）

⒀ 夕暮れ時・西の空を見ると光がさして

います。焼けるかな？時刻が過ぎると

染まりました！久しぶりに部屋から眺

める夕景です。（Yahoo! ブログ：2008）

　

３．「期限が過ぎる」「期限を過ぎる」

　期限を幅のある一定期間と認知した場合は

ガ格が選択される例は 6例見られた。

⒁ 賞味期限が過ぎると、味の劣化が始ま

ります。　　　（Yahoo! 知恵袋：2005）

⒂ 期限が定められている場合には，この

期限が過ぎることによって遅滞となる。

（「基本民法」：2004）

⒃ 現在お持ちの減額認定証の有効期限は

７月末日です。有効期限が過ぎると使

用できませんので、更新手続きが必要

となります。

（那覇市市民のひろば：2008）

　「期限を過ぎる」の例文は 12 例あったが、

1 例の「門限」を除くと 11 例すべてが税金

等の納期限や支払期限の例文であった。また

12 例すべてが「期限を過ぎると」のように

後接に「と」を伴って用いられている。

　

⒄ 納期限は７月 31 日（木）です。納期

限を過ぎると延滞金が加算されます。

（市報わかやま：2008）

⒅ 支払期限を過ぎるとお支払できませ

ん。（Yahoo! ブログ：2008）

⒆ 履行期限を過ぎると賠償をしなければ

なりません。

（「契約書式の作成全集：1996」）

Ⅴ．「ヲ格」と「ガ格」

　特定の日（立秋、お盆など）は通過点であ

るからヲ格の選択が多いと思われたが、「特

定の日が過ぎる」は 18 例（7.3％）、「特定の

日を過ぎる」は 30 例（6.4％）であった。
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⒇ この月は残暑が厳しいが、立秋が過ぎ

ると夕暮れにはひぐらしが涼しげに鳴

き、秋の気配を感じる。

（「四季逍遥」：1997）

㉑ 一周忌が過ぎるころになると、互いに

避けあっている様子が人目につき始め

る。

（「心に残るとっておきの話」：1995）

㉒ 五月の連休が過ぎると、自治会室で、

一文自治会の委員総会があるので（略）

（「'60 年安保と早大学生運動」：2003）

㉓ 長く、暗い冬が去り、春分の日を過ぎ

ると、昼間の時間はますます長くなる。

（「ケルン大聖堂の見える街」：2004）

㉔ お盆を過ぎると、９月後半まで件数は

極端に減ります

　　　（Yahoo! 知恵袋：2005）

㉕ 冬の真っただ中だけど、十二月の冬至

を過ぎると少しずつ日がのびていくん

だよ。　　　　　（北海道新聞：2004）

　⒇ から ㉒ はガ格を取る例、㉓ から ㉕ 
はヲ格を取る例である。これらの例文のガ格

とヲ格を入れ替えても文が成立する。以下 

⒇ ㉓ の例を挙げる。（再掲）

⒇ a．この月は残暑が厳しいが、立秋が

過ぎると夕暮れにはひぐらしが涼

しげに鳴き、秋の気配を感じる。

　 b．この月は残暑が厳しいが、立秋を

過ぎると夕暮れにはひぐらしが涼

しげに鳴き、秋の気配を感じる。

㉓ a．長く、暗い冬が去り、春分の日を

過ぎると、昼間の時間はますます

長くなる。

　 b．長く、暗い冬が去り、春分の日が

過ぎると、昼間の時間はますます

長くなる。

Ⅵ．「過ぎる」の後接語

　３節で見たように「～を過ぎる」の後接に

は「と」を伴う場合が多い。

㉖ 30 歳（年齢）←通過点

　 特に 30 歳を過ぎると、Ｇパンだけとい

う訳にもいかなくなり、今更ですが着

る物も年相応にしたいと思います。

（Yahoo! 知恵袋：2005）

㉗ 思春期（～期）←幅のある期間

　 子供が思春期を過ぎると、肌問題は環

境的要因によるものがぐんと増えると

いう。　　　　　 （雑誌 an.an：2005）

　以下は「～が過ぎる」の後続する例である。

   

㉘ 賞味期限が過ぎると、味の劣化が始ま

ります。（ ⒁ 再掲）

㉙ クーリング・オフ期間が過ぎると一方

的な解約はできず、販売店とトラブル

になることがあります。

（大阪府広報紙「もみじだより：2008」）

㉚ 現在お持ちの減額認定証の有効期限は

７月末日です。有効期限が過ぎると使

用できませんので、更新手続きが必要

となります。（ ⒃ 再掲）

			 

　㉙ ㉚ の例を見ると、「～が過ぎる」文の

場合は、読点の位置が「と」の直後ではない。

この例だけでは判断できないが、「～を過ぎ

る」のほうが、「「通過点」を過ぎる」＋「と」

＋「どうなる？」という解釈ができ、「と」

との結びつきが強い。今回の言語資料では、

「～を過ぎる」＋「と」が、76.7％であった。

それに対して「～が過ぎる」＋「と」は

46.5％であった。

Ⅶ．「過ぎる」は自他両用動詞か

　「過ぎる」と意味的に同様の動詞として、「超

過する」「超える」「越える」がある。これら
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は自動詞であり、また移動動詞であるのでヲ

格を取る。「会社の社員が1万人を超える」「難

関を越える」等である。それによって、期間、

期限を「こえる」ことが、「過ぎる」と言い

換えられるので「期限を過ぎる」と言いやす

いのではないかとも考えられる。㉛ は「賞

味期限を超える」の例文である。この「超え

る」を「過ぎる」に換えても文が成立する。

㉛ そんなわけがない。人間がおいしく食

べられる期限であると勝手に決めた賞

味期限を超えると発がん性が上がる理

由がない。消費期限をはるかに超えれ

ば、体調不良になって、ガンの確率も

少しは上がるでしょうが。

（Yahoo! 知恵袋：2002）

　以上、「過ぎる」について見てきたが、自

動詞と他動詞を分類する上でヲ格を取る自動

詞 7）が多いことにも注意する必要がある。

また、両用動詞として扱うには意義素の考察

も必要である。たとえば、「荷物を持つ／体

が持つ」や、「人を手伝う／若さが手伝う」

のように、意義素を異にする動詞の場合には

両用動詞とは見做されない。

　しかし「過ぎる」は 3 節で見たように、

⒇ a のガ格を b のようにヲ格に換えても文

が成立し、意義素も同じである。（ ⒇ 再掲）

　

⒇ a．この月は残暑が厳しいが、立秋が

過ぎると夕暮れにはひぐらしが涼

しげに鳴き、秋の気配を感じる。

　 b．この月は残暑が厳しいが、立秋を

過ぎると夕暮れにはひぐらしが涼

しげに鳴き、秋の気配を感じる。

表４　アンケート結果（メールで聞いた 100 名）

佐賀
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「過ぎる」は、両用動詞の要素を一部持つ、

自動詞と見なすことは可能であろうか。また、

「過ぎる」の前項が点であるか幅を持った時間

であるかの選択決定するものは何であろうか。

Ⅷ．アンケート調査と結果

　コーパス結果では「期限が過ぎる」の例文

はあまり見られなかった（2.4％）。しかしヲ

格を使う例のほうも全体の 2.5％であり、ガ

格かヲ格かの選択については差異が認められ

なかった。また「賞味期限が過ぎる」は1例 8）、

「賞味期限を過ぎる」は 0例であった。

　コーパスにある言語資料は新規のものが少

ないことも考え、「賞味期限が過ぎる」を用

いるか「賞味期限を過ぎる」を用いるかにつ

いて、120 名にアンケート調査 9）を行った。

　アンケートは、100 名はメールにて、20 名

は口頭で実施した。以下の表４は 2017 年 8

月にメールにて 100 名（内訳としては、日本

語教師、中学校教師、また学生をはじめ、社

会福祉施設で働く成人）からアンケートを

取ったものである。うち 15 名からはコメン

ト付で回答を得た。（下のコメント参照）

　また、20 名（口頭）の出身は、関東地方

17 名（男性 4名：80 代、50 代、20 代、10 代、

各 1 名。女性 13 名：10 代～ 70 代まで数名

ずつ）、北海道地方（男性 1 名：40 代）、中

部地方（女性 1 名：40 代）、九州地方（女性

1名：30 代）である。

　

アンケート：「あなたは　①賞味期限が過ぎる

　②賞味期限を過ぎる　どちらを使いますか」

コメント　（15 名）

ａ．50 代・女性（東京出身）女性 3名→ケー

スによる。単体で使うなら①、文章

中の一文節なら②（回答は①にカウ

ント）

ｂ．50 代・男性 ( 北海道出身 ) →次に名

詞などの言葉が来る場合は、「～を｝

を使用。「賞味期限を過ぎた肉。」（回

答は①に）

ｃ．40 代・女性 ( 大阪出身 ) →賞味期限

は「過ぎる」じゃなくて「切れる」

では？（回答は①に）

ｄ．30 代・女性 ( 大阪出身 ) →書き言葉

なら『を』じゃないか。話し言葉な

ら『が』じゃないか。（回答は②に）

ｅ．40 代・女性 ( 福岡出身 ) →口語なら

「が」、文語だと「を」。（回答は①に）

ｆ．50 代・女性 ( 静岡出身 ) →日本語専

門家。パッと思いついた感じだと、

多いのは①で、それは賞味期限、が

主語の場合か。「牛肉の賞味期限が過

ぎた」　　人間が主語で「私は賞味期

限を過ぎてから食べた」なら、②か

なと思います。（回答は①に）

ｇ．50代・女性(宮城県出身)→①だと「こ

の○○は賞味期限が過ぎている。」②

だと「これは明日賞味期限を過ぎる。」

みたいに両方使います。カウントせ

ず。

ｈ．50 代・女性 (新潟出身）→中学校教諭。

①②共に使わない。「賞味期限が・・」

なら「過ぎる」ではなく「切れる」

を使う。カウントせず。

ｉ．40 代・女性 (神奈川出身）→翻訳者。

8．と同じ。

ｊ．30 代・女性 ( 東京出身）→話すとき

は「が」を省くことがほとんど。（回

答は①に）

ｋ．40 代・女性（愛知出身）→①②、場

合と状況による。①は賞味期限自体

が主体の場合で、②「賞味期限を過

ぎる」は「賞味期限を過ぎて（人）

が使用する場合は」のように、動作

の主体が人間の場合に使うのではな

いでしょうか。カウントせず。

ｌ．50 代・男性 ( 大阪出身 ) →過去と未

来で使い分けている。「賞味期限が過
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ぎた」「賞味期限を過ぎる」。カウン

トせず。

ｍ．10 代・男女 ( 九州出身 ) →文法的に

は②が正しいが、普段使うのは①か？

（回答は①に）

ｎ．50 代・女性 ( 関東出身 ) →どっちも

使わない。「賞味期限が過ぎている。」

なら使う。「賞味期限を過ぎたもの。」

という使い方なら OK。しかし、「○

○は賞味期限が／を過ぎている。」と

いう使い方はしない。カウントせず。

ｏ．50 代・女性 ( 福岡出身 ) →ピンと来

ない使い方。「賞味期限が切れてる。」

とか使うけど。カウントせず。

　

　アンケートの結果では年代を問わず、「賞

味期限が過ぎる」と答えた人が多く、120 名

のうち 98 名（82％）が「賞味期限が過ぎる」

を用いると答えた。これは「賞味期限」が通

過点ではなく、幅のある期間であると認識さ

れているのだと思われる。

Ⅸ．まとめ

　「期限を過ぎる」は期限の日を通過点とし

てその点を越えたという考え方である。それ

に対し「期限が過ぎる」の場合は、その期限

の期間が始まってから終わるまでの一定期間

が終わったとする考え方である。そのため、

「期限」を点と捉えるか「期間」と捉えるか

で「ガ格「ヲ格」が選択されるはずであるが、

「期限が過ぎる」と「期限を過ぎる」のコー

パス結果はほぼ同じ割合であった。

　また、「賞味期限が過ぎる」「賞味期限を過

ぎる」のアンケートでは、「ガ格」を選択す

る者が圧倒的多数であるという結果を得た。

賞味期限というのは通過点ではなく、一定期

間と認知されているようである。

　「過ぎる」は時間的経過、通過点を伴う自

動詞であるとされている。自動詞であるから

ガ格が選択されるが、通過点としての場所の

後項として用いるときにはヲ格を伴って使わ

れる。

　しかし、本研究で考察した結果、{ 期間が

年　齢 人　数 賞味期限が過ぎる 賞味期限を過ぎる

16～ 25歳 26名 18 8

26 ～ 40歳 43名 36 7

40 ～ 60歳 34名 29 5

60 歳以上 17名 15 2

合　計 120名 98名 22名

表５　 アンケート調査結果（2016 年 10 月～ 2017 年 8 月実施）
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表６　 アンケート調査結果　グラフ
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過ぎる／期間を過ぎる }、{ 特定の日が過ぎ

る／特定の日を過ぎる } などの場合には自動

詞文、他動詞文としても成り立つことがわ

かった。このことから、「過ぎる」は、自他

両用動詞の要素を持った自動詞と言えるので

はないだろうか。

　移動を表す動詞は、基本的にはヲ格を取る

自動詞であり、これらの動詞には、歩く、通

る、飛ぶ、越す、抜ける、等がある。それら

が「過ぎる」とどのような差異があるかにつ

いては今後の課題にしたい。また、「過ぎる」

の自他対応ペアである「過ごす」の考察、「～

が過ぎている／～を過ぎている」等のアスペ

クトを考慮した場合についても、今後検証し

ていきたい。
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検証に使用したデータ

　本稿で使用した電子言語資料は、国立国

語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コー

パス』（少納言）である。

１） 他には、「意志動詞」「無意志動詞」、金

田一春彦による 4 種類（「状態動詞」「継

続動詞」「瞬間動詞」「第 4 種の動詞」）、「能

動詞」「所動詞」等の動詞の分類がある。

２） 「賞味期限が過ぎる」と「賞味期限を過

ぎる」は筆者がいずれも活字を目にした

ものであり、またアンケートを取る際、

10 代にも 60 代にもわかりやすい「期限」

であると考えたためである。

３） ３ページ目の表２を参照。

４）この他、「手がふれる」「手をふれる」「手

がふれる」の三つの形も存在する。

５） 「BCCWJ」は国立国語研究所の『現代日

本語書き言葉均衡コーパス』（少納言）か

らの引用であることを示す。

６）共起する動詞について森田（2000）は「時

刻・期日」を表すヲ格は「自動詞で受け

る例がほとんどである」とされているが、

他動詞「過ごす」の例も挙げられており、

他動詞もいくらかは用いられることを示

している。

７）移動動詞（去る、退く、通る、渡る、

向くなど）や、移行・継続を表す動詞（超

える、上回る、経るなど）、時間的な概念

を表す語を伴う継続性の動詞（過ごす、

暮らすなど）、心情性の行為・作用を表す

動詞（焦る、怒る、わびる）は紛らわし

いが、自動詞に分類される。

８） 「賞味期限が過ぎると味の劣化が起こり

ます」（ ⒁ 再掲）

９）アンケートは 2016 年 10 月～ 2017 年 8

月にかけて 120 名を対象に行った。脚注 2

にもあるように、筆者が両方の活字を目

にしたことがあり「期限」としてわかり

やすいと考えたためである。口頭、メール
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で「賞味期限が過ぎる」、「賞味期限を過

ぎる」のどちらを使うか（「賞味期限が過

ぎる」「賞味期限を過ぎる」のそれぞれを

単文で）を聞いた。＜「この○○は賞味

期限が過ぎた」と言うが、「私は賞味期限

を過ぎてから食べた」とも言う＞や、＜「話

し言葉の場合は「賞味期限が」と言う＞、

＜「賞味期限は「過ぎる」ではなく「切

れる」を使う＞等の意見も聞かれた。最

初に考えたほうを選んでもらったが、「ど

ちらも使う／使わない／決められない」

と言う場合は統計には含めなかった。男

女差や地域差について違いが見られるか

と予想したが、大きな差は認められない

結果になった。


